
令和５年度学校評価アンケート（生徒）結果から 

 

【成果と課題】 

全体として肯定的な回答が多かった。今後も継続して質の高い江中教育に尽力していきたい。 

 

◎項目２、５、７、８、９、１０、１１について、肯定的回答が多く、相手の立場を思いやりながら周囲と関わる中で、命の大切さや人権尊重について、主体的に学んでいること

がわかります。また、学校行事や部活動等に積極的に取り組み、仲間と協力し自分も成長していることを実感するなど充実した学校生活を送っていると考えられます。また、自分

の役割をきちんと果たそうという意識の向上がうかがえます。 

 

○項目１について、今年度は昨年度より肯定的な回答が１２％増加しました。コロナが 5類となり、様々な制限が緩和され、学校行事や校外活動も昨年より活発に行うことができ

ました。今後も、わかる授業を展開することや、体験的な活動、学校行事など、生徒たちが成長を実感できるような活動を充実させていきます。さらに、生活アンケートなどを定

期的に実施し、それを学校生活に反映することで生徒にとって魅力ある学校になるよう、今まで以上に努めていきます。 

 

▲項目４については、昨年度より肯定的な回答が減少しました。わからないことをそのままにせず、質問する機会やグループで話し合ったり、教え合ったりする活動を授業中や授

業後に設けるなど、更なる工夫をしていきます。また、わからないところを気軽に質問できる雰囲気作りを、今まで以上に構築し、さらには、ICTを効果的に活用し、個に応じた

わかりやすい授業を進めていきます。 

 

▲項目６については、困ったときに相談できないでいる生徒もいることが推測されるため、引き続き教育相談や生活アンケートなどを定期的に実施し、相談しやすい機会を継続し

て設けていきます。また、情報交換や情報共有をしっかりと行いながら、引き続き積極的な生徒指導に努めていきます。更に、必要に応じてスクールカウンセラーをはじめとして

様々な専門機関と連携・協力しながら、安心安全な学校作りに努めてまいります。 

 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

1 学校に来るのが楽しいと思いながら過ごすことができた。

2 あいさつをきちんとした。

3 授業中の話合い活動やグループ学習に意欲的に取り組んだ。

4 授業中に分からないことがあれば，そのままにしないで，その場もしくは…

5 相手の立場を思いやりながら周囲の人と接することができた。

6 自分自身や周りの友人が困ったときに先生や親などの大人に相談した。

7 様々な機会を通して命の大切さや人権尊重について学んだ。

8 ルールやマナーを守って生活することができた。

9 学校行事などでは学級の仲間と協力し，自分も成長することができた。

10 委員会活動や学級の係の仕事など，自分の役割をきちんと果たした。

11 部活動に意欲的に取り組んだ。

12 様々な機会を通して将来の夢や，生き方・働き方について考えた。

13 学校の施設設備が壊れているのに気がついたときは，すぐに先生に知…
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そう思う だいたいそう思う あまり思わない そう思わない



令和５年度学校評価アンケート（保護者）結果から 

 

 

 

 

【成果と課題】 

多くのご意見をいただき、ありがとうございました。今後も保護者の皆様と連携を取り、継続して質の高い江中教育に尽力して参りますので、ご理解・ご協力いただけますようお

願いします。 

 

◎項目２、５、６、９、１２については、肯定的な回答が多く、保護者の皆様も、お子様があいさつやルールを守ることを意識した生活を送ったり、周りの人たちの思いや気持ち

を理解しようと努めたりしていることを感じとってくださっていると思われます。また、コロナが 5類となり、様々な制限が緩和され、学校行事や校外活動も昨年より多く行うこ

とができました。今後とも保護者の皆様のご理解とご協力のもと体験的な活動を通じた学びを進めて参ります。 

 

▲項目３については、昨年度より２２％減少しました。個に応じたわかりやすい授業実践を展開し、さらに将来を見据え、目標を設定し、それに向かい主体的に学習に向かうこと

のできる手立てを考え、実践に努めて参ります。 

 

▲項目８についても、昨年度から減少しました。今後さらに道徳教育、人権教育に力を注ぎ、全教職員上げていじめを見逃さない学校作りに取り組んで参ります。 

 

 

 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

１ お子さんは，学校へ行くのを楽しみにしている。

２ お子さんは，ルールやマナーを守って生活することができている。

３ お子さんは，家庭で復習や宿題に取り組んでいる。

４ お子さんは，家庭で手伝いをしている。

５ お子さんは，周りの人や友達など，相手のことを思ったり，相手の気持ちを理解したりしようとしている。

６ お子さんは，部活動に意欲的に参加している。

７ お子さんと学校のことについてよく話をする。

８ 学校は，いじめのない学校づくりに取り組んでいる。

９ 学校は，学級や学校の様子を各種のたよりやホームページなどで積極的に家庭へ知らせている。

10  学校は，子供・保護者・地域の意見や要望に応え，改善に活かそうとしている。

11  学校は，子供たちが将来の夢や進路，生き方や働き方について考えたり学んだりする機会を設けている。

12  様々な体験活動や学校行事は，子供たちにとって充実したものになっている。
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令和５年度学校評価アンケート（教職員） 

 

 

 

 

【意見や感想】 

・もっと学年間の垣根を越えて生徒指導や授業に取り組めたらよかったと思う。他の学年の人手が足りないときには自習監督をするなど協力し合うべきだと 

思った。 

・教員不足ということはあると思うが、年度当初からの教員不足による教員への負担が大きかったと思う。また、学校全体として働き方改革があまり進んで 

いないように思われる。一週間のうち 1日は早く帰る日を個人で決めて帰るように勧めるなどの工夫が必要だと思う。 

・部活動を指導できる教員が不足しているにもかかわらず、部活動の数が減っていないことなど、抜本的な改革が必要なのではないかと思う。 

・委員会活動など生徒の活動等は昨年よりも活発に行われたように思うので、引き続き生徒が主体的に取り組む活動を推進していくとよいと思う。 

 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

授業で目標を示し，振り返りの機会をもった。

ペアやグループ学習を取り入れるなど，授業形態を工夫した。

書く・話すなど，言語活動の充実を図った。

デジタル黒板や実物提示装置などを効果的に活用した。

命の尊さや思いやり，人権尊重など「豊かな心」の育成に努めた。

いじめや問題行動等を見過ごさないよう生徒の言動に注視し，指導した。

将来の夢や生き方・働き方につながる視点を意識して指導した。

生徒が意欲的に部活動に取り組めるよう指導・助言に努めた。

担当する施設設備の安全管理や美化など，教育環境の保持に努めた。

生徒指導に関して教職員間で共通理解を図り，協働して指導に当たった。

保護者・家庭との連絡・連携を行った。

学校行事や教育活動全般において，生徒の成長を意識して取り組んだ。

報告・連絡・相談・確認を確実に行った。

「学び続ける教師」として研修し，成果等を実際の教育活動に活かしている。

教育公務員としての働き方や勤務時間を意識している。

そう思う

だいたいそう思う
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そう思わない


